
項 ⽬ 内 容

名称 ライチ、レイシ (茘枝) [英]Lychee [学名]Litchi chinensis Sonn.

概要 ライチ (レイシ (茘枝)) は中国原産のムクロジ科の常緑⼩⾼⽊で⾼さ5〜10 m程度

に⽣⻑する。果実は⽣⾷の他、⽸詰、乾果に加⼯、⾹⾟料、シロップ漬けなどに利

⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・レイシ<茘枝> (レイシカク/枝核) 果実、種⼦︓「医薬品的効能効果を標ぼうしな

い限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・天然⾹料基原物質リスト

ライチが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・サポニン、タンニン、フラボノイド配糖体、ポリフェノール類などを含む (29)  

(PMID:21287989) 。

分析法 ・種⼦に含まれるフラボノイド配糖体をHPLCによって分析した報告がある

(PMID:21287989) 。

有効性

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21287989&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21287989&dopt=Abstract
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循環器・

呼吸器

RCT

・⻑距離ランナーの成⼈男性20名 (試験群10名、平均20.6±1.3歳、⽇本) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、フラバノール⾼含有ライチ抽

出物50 mg×2/⽇を2ヶ⽉間、トレーニングとともに摂取させたところ、安静時の

⼼拍数 の低下が認められた。⼀⽅、その他の⾎液検査値 (ヘモグロビン、⾚⾎球、

NO、コルチゾール、LDH、CPK、CRP、IL-6、IL-10、TGF-β、ORACなど) に影響

は認められなかった(PMID:21780209) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21780209&dopt=Abstract
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